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Abstract: What is Cosmic Education? The basic thesis of Maria Montessori theory of cosmic was 
that there was unity throughout the universe.  The universe does not exist by chance. It was 
created by a rational reason that maintained a certain order. The cosmic theory of Montessori 
education is theological and there is God as the founder of the universe . Moreover, Montessori 
says there is harmony in the sacred universe. Both living things and inanimate objects support 
each other in the universe.  Infants must develop congenital potential to further evolve education. 
This theory is familiar to Montessori e ducation. At  the same time, the cosmic theory argues that 
it would enable the formation of human beings within Montessori education. In this paper, I 
would like to discuss the point of contact between Montessori education and cosmic theory and 
its potential for  developing it into a new education.  
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に広がり ,世界中の国々に約 22,000 校の
Montessori School を数えるまでになった。 
特に , 全ての国の人権を第一に守るべ





















ク 教 育 は , 理 念 , 内 容 の 面 か ら , ESD 


































ーウィン (1809-1882)が 5 年にもわたる航
海と調査をもとにしたためたものが生命
を根底に置いた「種の起源」である。ダー




















M. Montessori 吉本二郎・林信二郎  共





























































































同 時 に ,  “Guenter Scultz-Benesch, Der 
Streit um Montessori. 2. Auf., 1962. Herder. 
S. 160. Meine Heimet ist ein Stern,der sich 
um die Sonne schwingt und Erde genannt wied”  
及び ,マリア・モンテッソーリ著クラウス・
ルーメル江島正子訳 (1996)『こども -社会 -
世界』の文献からさらに文献研究を探求す


































 その後 ,モンテッソーリは ,宇宙を支配
している幾つかの法則は ,こどもにとって

























































https:// ja .wikipedia.org/wiki/アンドロメダ銀河  
−   − 
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 さらに ,マリア・モンテッソーリは ,文部  
科学省日本ユネスコ国内委員会：持続発展








るアマラとカマラが存在する 5)」。(アマラ , 

















































































































































































ムネメ・ネブラエの誕生と中心に ,また ,ホルメの一番近くに位置する内的教師である人間  
の位置を示した。『注3: 作図  左→右』  
Figure 2  : コスミック教育による内在的生命エネルギー（左頁） 
注 3: ・ホルメ ttps://www.p interest. jp/pin/794181715512514836/    
ムネメ ht tps:// ja .wikipedia.o rg/wiki/アンドロメダ銀河  
ネブラエ「Galaxy Zoom Spiral - Nasa」動画素材（ロイヤリティフリー） 8609923 | Shutterstock  
ネブラエ「 Flight Through Universe with Galaxies」の動画素材（ロイヤリティフリー） 4669034 |  
Shutterstock  ・ネブラエ「 Trave ling Towards Beautiful Galaxy」動画素材（ロイヤリティフリー）
12055676 | Shutterstock  
 




4-1 こどもの体験「聖書のお話」から  



















践について ,2009年 11月 ,財団法人キリス
ト教視聴覚センターから発刊された「聖書
の お は な し 注 2」 旧 約 聖 書 ,創 世 記 1:1～











































童 7名 (1年 生 か ら 6年 生 )を 対 象 に 実 践






























(写真 1: 銀河の光 )2016.8月 (写真 2: 銀河の光 )2017.8月 
(写真 3: 銀河の光 )2018.6月 (写真 4: 銀河の光)2019.7月 







































































(写真 5: 月の兎)2019.7月 (写真 6: 月の兎)2020.6月 
(写真 7: 天使)2021.6月 (写真 8: 悪魔)2021.6月 
※児童の絵に関する写真（ 1〜 8）はすべて著者撮影によるもの。使用許可を得て掲載。 

















































   
 













2019.7月 ,2020年6月には児童 2名 (8歳・9




ちになってくる」と ,言葉を発した。   
(写真 9: 宇宙の暗闇と灯火)  
実施 : 2018.6月・2019.7月・ 2020.6
月・ 2021.6月 
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